
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
小
室
哲
哉
さ
ん

が
、妻
で
歌
手
の
K
E
I
K
O
さ
ん
の

高
次
脳
機
能
障
害
に
悩
む
こ
と
を
打
ち
明
け

た
。こ
の
障
害
は
、今
も
社
会
的
な
認
知
と
支

援
が
絶
対
的
に
足
り
な
い
。

 

全
国
的
な
実
態
調
査
も

 

な
い
ま
ま

　

筆
者
ら
で
作
る
N
P
O「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」主
催
で
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
高

次
脳
機
能
障
害
者
を
ど
う
支
え
る
か
」を
東

京
都
内
で
開
い
た（
10
月
23
日
）。岩
手
県
か

ら
高
知
県
ま
で
家
族
、本
人
、支
援
者
を
中
心

に
約
1
5
0
人
が
集
ま
り
、苦
境
と
不
安
の

深
さ
を
改
め
て
痛
感
し
た
。

　

高
次
脳
機
能
障
害
は
、病
気
や
事
故
で
脳

が
損
傷
を
受
け
て
生
じ
る
後
遺
症
で
あ
る
。

　

参
加
者
に
は「
高
次
脳
機
能
障
害
者
と
家

族
の
会
」の
会
員
が
多
く
、設
立
20
周
年
の
手

記
集「
こ
ー
じ
を
友
に
今
を
生
き
る
」に
は
、

格
闘
の
日
々
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　
「
こ
こ
は
ど
こ
?
俺
は
昨
日
ど
こ
で
寝
た
?

今
は
昼
な
の
か
?
夜
な
の
か
?
と
30
分
お
き

に
質
問
さ
れ（
原
文
マ
マ
）」

　
「
首
が
す
わ
ら
ず
、起
き
上
が
れ
な
い
、立

て
な
い
。歩
け
な
い
。子
ど
も
の
名
前
も
、身

内
の
人
も
、排は

い
せ
つ泄

も
分
か
ら
な
い（
同
）」

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、渡
邉
修
・
東
京
慈
恵
会

医
科
大
教
授
は
、脳
梗
塞
、脳
出
血
、く
も
膜

下
出
血
の
順
に
発
症
例
が
多
く
、脳
外
傷
で

は
若
い
人
は
交
通
事
故
、高
齢
者
は
転
倒
・
転

落
が
目
立
つ
、と
報
告
し
た
。

　

渡
邉
教
授
の
2
0
1
8
年
調
査（
9
6
4

例
）で
は
、認
知
・
行
動
障
害
で「
物
忘
れ
」「
計

画
的
に
行
動
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
困
難
」「
集

中
力
の
低
下
、気
が
散
る
」「
自
分
の
障
害
が

分
か
ら
な
い
」等
が
多
い
。

　

東
京
都
の
08
年
調
査
に
よ
る
と
、都
内
で

は
推
定
約
5
万
人
が
該
当
し
、
全
国
で
は

50
万
人
と
類
推
さ
れ
、年
々
増
え
続
け
る
。だ

が
、「
い
ま
だ
全
国
的
な
実
態
調
査
さ
え
な
い
」

と
参
加
者
は
訴
え
た
。

 

家
族
を
巻
き
込
む

 

混
乱
と
混
迷

　

手
記
集
に
は
、家
族
を
巻
き
込
む
障
害
の

深
刻
さ
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。

　
「
お
父
さ
ん
と
の
生
活
は
大
変
で
す
。急
に

お
こ
っ
て
物
を
投
げ
た
り
、大
き
な
声
を
出

し
た
り
、ぼ
く
達
を
ぶ
つ
と
き
も
あ
り
ま
す
」

音
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この苦悩と不安を
どう支える

高次脳機能障害

　

　



家族に最も精神的負担となっている事柄

・性格の変化（易怒性、引きこもり等）
・就労（就学）の可能性、継続性
・介護者なき後の支援者の存在
・介護者なき後の生活の場
・屋外での移動の介助
・家庭での日常生活の介助
・経済的な問題
・介助により､介護者の自由な時間が減った
・相談する専門職の不在
・他の家族（子ども、兄弟）に対する影響
・リハビリテーション施設の希薄
・家庭内の他の方の介護をしなければならない
・相談できる親族がいない
渡邉修・東京慈恵会医科大教授の18年調査概略
（退院後で複数回答、多い順、回答964）

　
「
朝
は
仕
事
に
行
く
と
言
い
、昼
は
研
修
や

会
議
に
行
く
と
言
い
、夜
は
身
支
度
を
し
て

本
宅
へ
帰
る
と
言
い
ま
し
た
。本
宅
は
ど
こ

か
と
聞
く
と
、20
代
の
頃
の
独
身
寮
と
答
え
て
」

　
「
道
に
迷
っ
た
り
、
作
り
話
を
し
た
り
、

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
に
あ
っ
て
62
万
円
も
の

絵
画
を
購
入
す
る
」

　

働
き
盛
り
の
40
〜
50
歳
代
は
仕
事
を
失
い
、

家
族
ぐ
る
み
奈
落
の
底
へ
突
き
落
と
さ
れ
る
。

小
学
生
の
頃
、横
断
歩
道
で
は
ね
ら
れ
た
り
、

ヘ
ル
ペ
ス
脳
炎
に
な
っ
た
り
、長
い
後
遺
症

を
抱
え
た
若
者
た
ち
も
い
る
。

　

体
に
は
不
自
由
の
な
い
人
も
い
て
、奇
妙

な
言
動
が
周
囲
に
理
解
さ
れ
な
い
。本
人
と

家
族
は
混
迷
に
も
が
く（
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計

参
照
）。

　

か
つ
て
は
障
害
と
さ
え
認
識
さ
れ
ず
、00

年
に
や
っ
と
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
、

03
年
に
労
働
者
災
害
補
償
保
険
の
補
償
対
象

に
さ
れ
た
。

　

06
年
度
か
ら
支
援
普
及
事
業
が
始
ま
り
、

相
談
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
・
関

係
機
関
と
の
連
携
等
を
務
め
る
支
援
セ
ン
タ
ー

は
全
国
1
0
4
カ
所
に
広
が
っ
た
。し
か
し
、

県
全
体
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
数
人
と
い
う

こ
と
も
珍
し
く
な
く
、予
算
も
ス
タ
ッ
フ
も

足
り
な
い
。診
断
や
診
断
書
作
成
に
当
た
る

医
師
も
数
少
な
い
。本
人
・
家
族
ら
は「
支
援

法
の
制
定
を
」と
願
う
。

 

一
刻
も
早
く

 

支
援
法
の
制
定
を

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
国
会
議
員
も
駆
け
付

け
た
。

　

古
川
康や

す
し・

衆
議
院
議
員（
自
民
党
）が
若
手

議
員
を
中
心
に
勉
強
会
を
重
ね
、「
一
緒
に
新

法
を
作
ろ
う
」と
応
え
た
。山
本
博
司
・
参
議

院
議
員（
公
明
党
）は
、「
発
達
障
害
者
支
援
法

と
同
様
に
法
律
の
裏
付
け
が
な
い
と
前
へ
進

め
な
い
」と
強
調
し
た
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
国
の
予
算
は
約
4
億

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
・
大
学
院
の

教
授
を
経
て
、一
般
財
団
法
人
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
会
理
事

長
。財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
」副
会
長
も
務
め
る
。

円
、自
閉
症
や
学
習
障
害
等
の
発
達
障
害
者

の
支
援
セ
ン
タ
ー
予
算
は
約
26
億
円（
16
年
度
）

と
大
き
な
差
が
あ
る
。

　

家
族
の
会
の
手
記
集
を
読
む
と
、専
門
の

作
業
所
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
頼
り
で
、作
業

療
法
士
、言
語
聴
覚
士
ら
の
指
導
が
有
効
な

こ
と
が
分
か
る
。懸
命
の
努
力
と
職
場
の
協

力
で
復
職
、就
職
に
こ
ぎ
着
け
た
人
も
少
な

く
な
い
。

　
「
事
故
前
の
バ
リ
バ
リ
の
営
業
復
帰
と
は

い
き
ま
せ
ん
が
、そ
の
営
業
を
支
援
す
る
内

勤
業
務
を
し
て
い
ま
す（
原
文
マ
マ
）」

　
「
息
子
は
38
歳（
働
い
て
い
る
図
書
館
で
は
）

息
子
に
で
き
る
仕
事
を
見
つ
け
出
し
や
ら
せ

て
く
れ
る
よ
う
で
す（
同
）」

　

車
に
は
ね
ら
れ
再
起
不
能
と
思
わ
れ
た
講

談
師
、悟ご

ど
う
け
ん

道
軒
圓え

ん
ぎ
ょ
く

玉
さ
ん
も
、自
分
の
レ
コ
ー

ド「
大
石
内
蔵
助
、東
下
り
」を
千
回
以
上
も

聞
き
直
し
、毎
年
1
つ
ず
つ
ネ
タ
を
増
や
し
、

つ
い
に
N
H
K
障
害
福
祉
賞（
14
年
）を
取
る

ま
で
に
な
っ
た
。

　

高
次
脳
機
能
障
害
者
は
、適
切
な
支
援
次

第
で
社
会
的
な
復
帰
が
可
能
な
の
だ
。
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